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北アメリカ州 名前

問1 冷帯（亜寒帯）が分布する北アメリカ大陸北部などの高緯度地域において、冬の寒さが非常に厳しくなる理由として最も適切なものを選びなさ
い。 （2025年 岩手県公立入試 類似）

1. 周辺の海域を流れる暖流の影響に
よって、強い寒気が大陸内部へ押し
出されるから。

2. 赤道から遠く離れているため、夏
の期間が存在せず年中氷点下が続く
から。

3. 年中風が強く吹き荒れるため、地
表の熱がすべて熱帯地域へ運ばれて
しまうから。

4. 冬の間は太陽の高度が低く、日照
時間も短いために地表が受ける熱量
が少なくなるから。

問2 アメリカ合衆国北東部の五大湖周辺において、冷涼な気候や大都市への近接性を生かして乳牛を飼育し、牛乳や乳製品を生産する農業区分を何
といいますか。 （2025年 岩手県公立入試 類似）

1. プランテーション 2. 地中海性農業 3. 酪農 4. 遊牧

問3 北アメリカ大陸における年間降水量の分布について、農牧業の形態を分ける大きな境界となっている経線はどれですか。 （2021年 宮城県公立入試 類似）

1. 東経135度 2. 東経100度 3. 西経135度 4. 西経100度

問4 アメリカ合衆国において、メキシコや中南米諸国から移住してきた人々やその子孫を指す名称として正しいものを選びなさい。これらの人々は
スペイン語を母語とし、近年ではアメリカの農業や建設現場を支える重要な労働力となっています。 （2019年 佐賀県公立入試 類似）

1. ヒスパニック 2. アングロサクソン 3. ネイティブアメリカン 4. イヌイット

問5 アメリカ合衆国の工業構造の変化と、サンフランシスコ近郊に位置する「シリコンバレー」の特徴について述べた文として、最も適切なものは
どれですか。 （2022年 島根県公立入試 類似）

1. 豊富な石油資源や宇宙産業を背景
に、メキシコ湾沿岸で急速に発展し
た。

2. 大学や研究機関と結びつき、情報
通信技術やソフトウェアなどの先端
技術産業が発展した。

3. 五大湖周辺の石炭や鉄鉱石を利用
した、大規模な鉄鋼業の拠点となっ
ている。

4. 自動車産業の工場が集中し、かつ
て「世界の自動車の都」と呼ばれた
。

問6 アメリカ合衆国では、広大な国土の地形や気候などの自然環境に合わせて、その土地に最も適した農作物を集中的に栽培する農業が行われてい
ます。このような、生産効率を追求したアメリカ特有の農業方式を何と呼びますか。 （2019年 熊本県公立入試 類似）

1. 焼畑農業 2. 自給的農業 3. 適地適作 4. 近郊農業

問7 アメリカ合衆国では、中国に比べて農業従事者数が少ないにもかかわらず、1人あたりの穀物生産量が非常に多くなっています。その理由として
最も適切なものを選択してください。 （2026年 徳島県公立入試 類似）

1. 全人口に対する農業従事者数の割
合が中国よりも圧倒的に高いから。

2. 穀物の生産総量が小さく、国内で
の穀物消費量が極めて少ないから。

3. 広大な農地で大型機械などを活用
した大規模な農業が行われているか
ら。

4. 農地面積が狭いため、多くの労働
力を集中させた集約的な農業が行わ
れているから。

問8 アメリカ合衆国の工業発展の歴史において、ピッツバーグなどの都市が製鉄業で繁栄した背景を説明したものとして、地理的・歴史的な状況か
ら考えて最も適切なものはどれですか。 （2026年 三重県公立入試 類似）

1. アパラチア山脈から得られる豊富
な木材を燃料として、古くからの伝
統的な製鉄技術を維持し続けたため

2. 原料となる石炭の産地に近いこと
に加え、五大湖の水運を利用して鉄
鉱石を運び込むのに有利な立地であ
ったため

3. サンフランシスコなどの西海岸の
都市と同様に、アジアから輸入され
る安価な石炭と鉄鉱石を加工する拠
点となったため

4. 自動車産業が集積するデトロイト
に近いことを利用し、メキシコ湾か
らパイプラインで運ばれる石油を主
な燃料としたため

問9 カナダの貿易構造の特徴について、輸出相手国の統計データから読み取れる状況とその背景を説明したものとして、最も適切なものはどれか。
（2016年 愛媛県公立入試 類似）

1. 近年はアジア市場の拡大に伴い、
中国がアメリカ合衆国を抜いて最大
の輸出相手国となっている。

2. アメリカ合衆国が輸出総額の約7
割以上を占めており、地理的な近接
性から特定の国への依存度が高い。

3. かつての宗主国であるイギリスを
はじめとするEU諸国への輸出が、総
額の過半数を超えている。

4. 広大な国土の資源を自国で消費す
るため、特定の国に依存せず、世界
各国へ均等に輸出している。

問10 北アメリカ大陸の気候帯の構成と地理的特徴に関する説明として、最も適切なものはどれですか。 （2025年 徳島県公立入試 類似）

1. 赤道が中央付近を通っているため
熱帯の割合が最も大きく、亜寒帯や
寒帯は存在しない。

2. 大陸の大部分が乾燥帯に覆われて
おり、温帯や亜寒帯は沿岸部の僅か
な地域に限られる。

3. 高緯度地域が広いため亜寒帯や寒
帯の占める割合が大きいが、南部や
西部には乾燥帯や温帯、熱帯もみら
れる。

4. 温帯が大陸全体の7割以上を占め
ており、寒帯や熱帯は存在しない。

問11 北アメリカなどの大都市では、都市の中心部ではなく郊外に大型のショッピングセンターが多く建設される傾向があります。このような立地が
見られる主な理由として最も適切なものを、次の中から選びなさい。 （2019年 佐賀県公立入試 類似）

1. 都市中心部における大規模な商業
施設の建設が、法律によって全面的
に禁止されているため

2. 都心部の地価が高いため、建物を
高層化して土地を効率的に利用する
ことが求められるため

3. 郊外は公共交通機関が非常に発達
しており、自動車を持たない層の集
客が見込めるため

4. 都市の中心部に比べて地価が安く
、駐車場や店舗のための広大な土地
を確保しやすいため

問12 北アメリカ3か国の貿易状況をまとめた統計において、メキシコの貿易の特徴を説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2015年

兵庫県公立入試 類似）

1. 輸出入ともに中国が最大の貿易相
手国であり、主要な輸入品は農産物
である。

2. 主要な輸出入品はともに電気機械
であり、最大の貿易相手国はアメリ
カ合衆国である。

3. 主要な輸出品は自動車のみに限ら
れており、アメリカ合衆国への輸出
が9割を超えている。

4. 主要な輸出品は原油であり、輸出
先・輸入元ともにカナダが最大の貿
易相手国である。

問13 北アメリカ大陸に位置するある国は、広大な国土を持ちながら人口密度が1平方キロメートルあたり約18人と非常に低く、1人あたりの国内総生
産（GDP）が約43,000ドルに達する経済水準の高い先進国です。この条件に当てはまる国はどこですか。 （2022年 徳島県公立入試 類似）

1. カナダ 2. エジプト 3. インド 4. 中国
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

冬の間は太陽の高度が低く、日照時間も短い
ために地表が受ける熱量が少なくなるから。

高緯度地域では、冬になると太陽の南中高度が低くなり、日照時間も短くなります。その結果
、地表が受ける太陽からの熱量が著しく減少するため、冷帯（亜寒帯）では冬の寒さが特に厳
しくなります。

問2 答え 3
酪農

アメリカ合衆国北東部の五大湖周辺では、冷涼な気候や大都市への近接性を生かした酪農が行
われています。

問3 答え 4
西経100度

北アメリカ州では、この経線を境に東側が年降水量500mm以上の湿潤な地域、西側が500m
m未満の乾燥した地域に大きく分かれます。この降水量の違いは、東側の畑作・混合農業地帯
と、西側の放牧地帯という農業区分に大きな影響を与えています。

問4 答え 1
ヒスパニック

アメリカ合衆国では、メキシコやカリブ海諸国、南米の国々といったスペイン語圏から移り住
んだ移民とその子孫が急増しています。彼らは独自の文化や言語を維持しており、アメリカ社
会において人口に占める割合が非常に高くなっています。先住民族であるネイティブアメリカ
ンなどとは区別されます。

問5 答え 2
大学や研究機関と結びつき、情報通信技術や
ソフトウェアなどの先端技術産業が発展した
。

シリコンバレーは、スタンフォード大学などの高度な教育・研究機関と密接に連携することで
、新しい技術やビジネスが次々と生まれる環境が整っています。かつてのアメリカ工業を支え
たピッツバーグ（鉄鋼）やデトロイト（自動車）とは異なり、知的財産やソフトウェア、電子
デバイスを強みとする「知識集約型」の産業が特徴です。

問6 答え 3
適地適作

アメリカ合衆国では、五大湖南側の比較的冷涼な地域での酪農や、中央平原でのトウモロコシ
栽培など、自然条件を最大限に活用して特定の農産物を大規模に生産しています。これにより
、広大な土地で高い生産性を実現しています。

問7 答え 3
広大な農地で大型機械などを活用した大規模
な農業が行われているから。

アメリカ合衆国では、広い農地面積を生かして機械化を進めた大規模農業が行われています。
これにより、少ない人数で効率よく大量の穀物を生産できるため、1人あたりの穀物生産量が
多くなります。

問8 答え 2
原料となる石炭の産地に近いことに加え、五
大湖の水運を利用して鉄鉱石を運び込むのに
有利な立地であったため

製鉄業は重量のある石炭と鉄鉱石を大量に消費するため、それらの輸送コストが低い場所に成
立します。ピッツバーグはアパラチア炭田の北端にあり、さらに五大湖を経由してミシガン州
やミネソタ州の鉄鉱石を運べるルート上にあったため、重厚長大産業の拠点となりました。デ
トロイトは自動車、サンフランシスコはICT（情報通信技術）やシリコンバレーに関連する都
市であり、背景が異なります。

問9 答え 2
アメリカ合衆国が輸出総額の約7割以上を占
めており、地理的な近接性から特定の国への
依存度が高い。

カナダの輸出貿易は、地理的に隣接し、かつてNAFTA（北米自由貿易協定）などの経済連携
を強めてきたアメリカ合衆国に大きく依存しています。実際の統計でもアメリカ合衆国が輸出
全体の約7割から8割を占めることが多く、これはカナダ経済がアメリカ合衆国の景気動向に大
きく左右されやすい構造であることを示しています。

問1
0

答え 3
高緯度地域が広いため亜寒帯や寒帯の占める
割合が大きいが、南部や西部には乾燥帯や温
帯、熱帯もみられる。

北アメリカ大陸は高緯度に位置する北部の面積が広く、亜寒帯（冷帯）や寒帯の割合が非常に
大きくなっています。一方で、中緯度から低緯度にかけて広がる南部や西部などには、乾燥帯
や温帯、熱帯といった多様な気候帯が存在しています。

問1
1

答え 4
都市の中心部に比べて地価が安く、駐車場や
店舗のための広大な土地を確保しやすいため

北アメリカなどモータリゼーション（自動車の普及）が進んだ地域では、買い物客が自動車で
来店することを前提としています。都市の中心部は地価が高く、広い敷地や大規模な駐車場を
確保することが困難ですが、郊外は中心部に比べて地価が安いため、広大な土地を利用した平
屋建ての大型店舗や巨大な駐車場の設置が可能になります。このような土地利用の特性が、郊
外への施設立地を促しています。

問1
2

答え 2
主要な輸出入品はともに電気機械であり、最
大の貿易相手国はアメリカ合衆国である。

メキシコの貿易は、地理的に隣接するアメリカ合衆国との結びつきが非常に強いことが最大の
特徴です。2011年時点の統計でも、輸出先・輸入元の両方でアメリカ合衆国が第1位となって
います。また、産業の発展に伴い、輸出入品目において電気機械が主要な項目を占めるように
なっています。カナダの主要輸出品が原油である点や、アメリカ合衆国の最大の輸入相手国が
中国である点など、近隣諸国のデータと混同しないよう注意が必要です。

問1
3

答え 1
カナダ

北アメリカに位置するカナダは、ロシアに次いで世界で2番目に広い国土面積を持ちますが、
北部の寒冷な気候などの影響もあり、人口は国土の広さに対して少なくなっています。そのた
め、人口密度が非常に低いことが統計上の大きな特徴です。一方で、豊かな天然資源や高度な
工業化を背景に、1人あたりの国内総生産（GDP）は世界でも上位に位置する先進国としての
側面を持っています。


